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平
成
29
年
３
月
23
日
慶
應

義
塾
大
学
卒
業
式
の
日
に
卒

業
25
年
塾
員
招
待
会
が
あ
っ

た
。
卒
業
式
に
列
席
し
卒
業

生
の
門
出
を
祝
福
し
た
。
卒

業
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

２
０
１
７
年
三
田
会
結
成
式

で
あ
ら
た
な
塾
員
を
迎
え
入

れ
た
。
そ
の
後
の
塾
員
招
待

会
で
同
期
の
一
人
が
教
え
て

く
れ
た
言
葉
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。「
慶
應
義
塾
に
入
口

は
あ
っ
て
も
出
口
は
な
い
。」

比
企
連
合
三
田
会
会
長
の
お

言
葉
で
あ
る
。
こ
の
日
卒
業

生
は
塾
生
と
し
て
の
生
活
を

終
え
た
が
、
あ
ら
た
に
塾
員

と
な
り
、
義
塾
社
中
の
一
員

と
し
て
生
涯
変
わ
る
こ
と
は

な
い
。
ま
さ
に
比
企
会
長
の

言
わ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

そ
の
三
田
会
に
つ
い
て
し

ば
し
ば
書
物
や
雑
誌
の
特
集

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
三
田

会
の
固
い
結
束
力
が
注
目
さ

れ
る
。
秘
密
結
社
、
日
本
を

動
か
す
謎
の
巨
大
組
織
、
イ

ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
、
等
、
様

々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
誌
面
に

踊
り
、財
界
、政
界
に
広
が
る

人
脈
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
現
世
利
益
の
面
ば
か

り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
三
田
会
に
は

年
度
三
田
会
の
他
、
地
域
三

田
会
、
勤
務
先
職
種
別
三
田

会
な
ど
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を

通
じ
た
塾
員
相
互
の
助
け
合

い
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
御

利
益
は
、
確
か
に
結
束
力
を

高
め
る
一
因
で
あ
ろ
う
。

　

三
田
会
結
束
力
の
源
は
社

中
協
力
の
精
神
で
あ
る
。
そ

し
て
結
束
力
を
高
め
る
様
々

な
仕
掛
け
が
あ
る
。
卒
後
10

年
毎
に
回
っ
て
く
る
連
合
三

田
会
大
会
運
営
の
当
番
と
卒

業
25
年
記
念
事
業
が
そ
れ
で

あ
る
。
塾
や
同
期
と
疎
遠
に

な
ら
な
い
よ
う
に
塾
に
か
か

わ
る
イ
ベ
ン
ト
が
絶
妙
に
設

け
ら
れ
て
い
る
。
愛
校
心
を

醸
成
し
、
塾
と
塾
生
を
支
え

る
力
と
な
る
。
こ
う
し
た
活

動
を
通
じ
て
あ
ら
た
に
知
り

合
い
、
仲
間
と
な
る
者
も
い

る
。
私
も
25
年
記
念
事
業
を

通
じ
て
塾
生
の
時
に
は
知
ら

な
か
っ
た
友
人
を
得
た
。

　

卒
業
50
年
に
も
塾
員
招
待

会
が
あ
り
、
大
学
入
学
式
に

招
待
さ
れ
る
。
塾
員
が
塾
に

か
か
わ
る
仕
掛
け
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。「
出
口

の
な
い
」
慶
應
義
塾
社
中
の

一
員
と
し
て
是
非
と
も
卒
業

50
年
塾
員
招
待
会
に
も
出
席

し
、
入
学
式
で
新
し
い
塾
生

を
慶
應
義
塾
の
「
入
口
」
に

迎
え
入
れ
た
い
。

（
さ
ぎ
ぬ
ま
脳
神
経
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長

�

島
崎
賢
仁　

71
回
）

記
念
式
典

シンポジウム

医
学
部
１
０
０
年
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ

未
来
医
療
の
開
拓
を
高
ら
か
に
宣
言

「慶應医学－次の１００年に向けて」
 をテーマに
 ７名の医師・研究者が
 最先端研究について講演

慶應義塾大学医学部開設１００年記念
記念式典・シンポジウム・記念祝賀会開催

　

５
月
13
日
（
土
）、
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
開
設
１
０

０
年
記
念
式
典
が
、
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
き
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
・

芙
蓉
の
間
に
お
い
て
盛
大

に
、
そ
し
て
厳
か
に
挙
行
さ

れ
た
。

　

ブ
ル
ー
と
レ
ッ
ド
に
彩
ら

れ
た
照
明
の
中
、
正
面
に
は

慶
應
三
色
旗
が
大
き
く
掲
げ

ら
れ
、
慶
應
義
塾
ワ
グ
ネ
ル

・
ソ
サ
ィ
エ
テ
ィ
ー
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
男
声
合
唱
団
の

演
奏
に
迎
え
ら
れ
、
７
０
０

人
超
の
参
加
者
が
、
医
学
部

開
設
１
０
０
年
目
の
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
抱
き
な
が
ら
席

に
着
い
た
。
司
会
、進
行
は
、

慶
應
義
塾
大
学
卒
業
生
で
も

あ
る
宮
本
隆
治
さ
ん
、
魚
住

り
え
さ
ん
が
担
当
し
た
。

　

式
典
は
、
岡
野
栄
之
医
学

部
長
の
開
式
の
辞
に
よ
り
、

開
会
と
な
っ
た
。
岡
野
医
学

部
長
に
よ
り
、
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
は
、
北
里
柴
三
郎

博
士
を
初
代
医
学
部
長
と
し

て
１
０
０
年
前
の
１
９
１
７

年
の
４
月
に
開
設
さ
れ
、
以

来
１
０
０
年
間
「
基
礎
・
臨

床
一
体
型
の
医
学
・
医
療
の

実
現
」、「
学
内
は
融
合
し
て

一
家
族
の
如
く
」
の
理
念
の

も
と
、
関
東
大
震
災
そ
し
て

東
京
大
空
襲
な
ど
幾
多
の
苦

々
へ
の
御
礼
を
述
べ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
基
礎
と
臨
床
を

両
輪
と
す
る
と
い
う
こ
と
を

唱
え
ら
れ
た
北
里
柴
三
郎
先

生
の
１
０
０
年
前
の
思
い
が

本
日
に
至
る
ま
で
様
々
な
形

で
具
現
化
さ
れ
て
き
て
い
る

こ
と
、そ
し
て
、次
の
１
０
０

年
に
向
け
て
、
患
者
さ
ん
を

第
一
に
考
え
る
ク
ラ
ス
タ
ー

診
療
が
新
病
院
棟
の
中
で
実

現
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
を
強

調
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
、
慶
應
義

塾
大
学
病
院
が
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
機
関
と
し
て
今
後

さ
ら
に
発
展
を
遂
げ
る
こ
と

へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

引
き
続
い
て
、
文
部
科
学

大
臣　

松
野
博
一
様
（
代
読

　

戸
谷
一
夫
事
務
次
官
）、

厚
生
労
働
大
臣　

塩
崎
恭
久

様
、
経
済
産
業
大
臣　

世
耕

弘
成
様
（
代
読　

江
崎
禎
英

商
務
情
報
政
策
局
ヘ
ル
ス
ケ

ア
産
業
課
長
）
よ
り
、
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。
特
に
、
塩

崎
恭
久
厚
労
大
臣
は
、
慶
應

義
塾
医
学
部
の
卒
業
生
が
日

本
の
厚
生
行
政
に
果
た
し
た

役
割
は
大
き
く
、
今
後
立
ち

向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
上

で
そ
の
活
躍
が
益
々
期
待
さ

れ
る
旨
、
述
べ
ら
れ
た
。

　

医
学
部
は
開
設
以
来
国
際

連
携
を
推
進
し
て
き
て
い
た

が
、
数
多
く
の
国
際
連
携
協

定
校
を
代
表
し
て
、
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
（
セ
ン
ト
ル
イ

ス
）
前
医
学
部
長
のLarry�

J.�Shapiro

教
授
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。
国
際
社
会

に
お
け
る
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
の
貢
献
は
実
に
幅
広

く
、
学
部
学
生
、
大
学
院

生
、
研
修
医
、
研
究
生
、
教

た
。
日
本
学
術
振
興
会
は
、

科
学
研
究
費
助
成
事
業
を
は

じ
め
と
す
る
助
成
事
業
に
お

い
て
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
研

究
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
た
、
前
塾
長
時
代
に
、

「
慶
應
義
塾
21
世
紀
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
掲
げ
、
病

院
経
営
改
革
と
し
て
大
学
病

院
経
営
ボ
ー
ド
を
組
織
す
る

な
ど
、
医
学
部
・
病
院
に
お

け
る
主
体
的
な
改
革
を
支
援

し
た
成
果
が
本
日
に
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

引
き
続
き
、
ご
来
賓
の
方

の
中
か
ら
、
衆
議
院
議
員
、

甘
利
明
様
、
河
村
建
夫
様
、

塩
谷
立
様
、
竹
下
亘
様
、
木

村
弥
生
様
（
代
理　

藤
田
清

秘
書
）、
参
議
院
議
員
、
武

見
敬
三
様
、
古
川
俊
治
様
が

紹
介
さ
れ
た
。
海
外
か
ら
の

ご
来
賓
の
方
の
中
か
ら
、
ソ

ー
ク
研
究
所Fred�Gage

教

難
を
乗
り
越
え
、
研
鑽
を
積

み
つ
つ
、
多
く
の
優
秀
な
医

師
・
医
学
者
を
輩
出
し
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
医
学
部
開
設
１
０
０

年
の
記
念
事
業
の
一
貫
と
し

て
、
多
く
の
関
係
者
の
悲
願

で
あ
っ
た
新
病
院
棟
の
建
築

が
順
調
に
進
行
中
で
あ
り
、

２
０
１
８
年
の
３
月
下
旬
に

竣
工
、
５
月
７
日
に
開
院
予

定
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

続
い
て
、
清
家
篤
慶
應
義

塾
長
に
よ
る
式
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。
清
家
塾
長
は
、
１
０

０
年
記
念
式
典
に
参
加
し
て

下
さ
っ
て
い
る
ご
来
賓
の
方

授
、
キ
ン
グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
ロ

ン
ド
ン
医
学
部
長Richard�

Trembath

教
授
、
北
京
大
学

医
学
部
長
詹
启
敏
教
授
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
医
科
大
学
ロ
イ

芦
刈
教
授
、
米
国NIH

国
立

加
齢
研
究
所D

av
id�

Schlessinger

博
士
、
ペ
ン

シ
ル
バ
ニ
ア
大John�R.�

Stanley

教
授
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

そ
し
て
、
医
学
部
学
生
を

代
表
し
て
、
５
年
生
の
久
野

真
弘
君
、
６
年
生
の
濱
田
江

里
奈
君
に
よ
り
、
未
来
に
向

け
た
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

「
私
は
治
る
の
で
し
ょ
う
か

？
」
ポ
リ
ク
リ
の
実
習
の
際

に
ふ
と
病
棟
で
患
者
さ
ん
か

ら
問
い
か
け
ら
れ
、
答
え
に

窮
し
た
体
験
を
も
と
に
、
１

０
０
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の

医
療
状
況
の
変
化
、
そ
し
て

今
後
１
０
０
年
先
に
起
こ
る

で
あ
ろ
う
変
化
を
学
生
の
視

点
で
捉
え
、「
社
中
協
力
」

次世代を担う学生による「未来宣言」。
中央左が久野真弘君（医学部５年）、右が濱田江里奈君（医学部６年）

ラリー・シャピロ
ワシントン大学前医学部長

清家篤塾長

安西裕一郎
日本学術振興会理事長・前塾長

岡野栄之医学部長

塩崎恭久厚生労働大臣

山中伸弥博士
（京都大学）

御子柴克彦博士
（理化学研究所）

北川雄光外科学教授

本田賢也微生物学・免疫学教授

金井弥栄病理学教授

広瀬信義百寿総合研究センター特別招聘教授

Fred H. Gage博士
（Salk Institute for Biological Studies）

全員で塾歌斉唱

と
い
う
慶
應
義
塾
の
特
性
を

大
切
に
し
、
未
来
医
療
を
開

拓
し
て
行
こ
う
と
す
る
未
来

宣
言
は
、
参
列
者
の
多
く
の

感
動
を
得
た
。
次
の
１
０
０

年
を
担
う
若
者
の
存
在
、
可

能
性
が
あ
る
こ
と
で
、
私
た

ち
が
ど
れ
だ
け
力
づ
け
ら
れ

た
こ
と
か
、
わ
か
ら
な
い
。

　

式
典
の
最
後
は
、
塾
歌
斉

唱
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
大
学

應
援
指
導
部
、
ワ
グ
ネ
ル
・

ソ
サ
ィ
エ
テ
ィ
ー
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
男
声
合
唱
団
の
伴

奏
で
、
参
加
者
一
同
声
高
ら

か
に
歌
い
、
一
体
感
を
実
感

し
た
。
１
０
０
年
に
一
度
し

か
来
な
い
式
典
の
余
韻
を
感

じ
な
が
ら
、
祝
賀
会
会
場
へ

の
移
動
と
な
っ
た
。

�

（
天
谷
雅
行　

64
回
）

　

１
０
０
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
５
月
13
日
13
時
か
ら

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で

開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、

一
貫
校
学
生
か
ら
現
役
医
学

部
生
、
三
四
会
会
員
の
先
生

方
、
他
大
学
、
研
究
機
関
の

先
生
方
な
ど
１
０
０
０
名
近

く
が
集
ま
っ
た
。

　

講
演
者
は
、
国
内
外
の
著

名
な
研
究
者
３
名
（
御
子
柴

克
彦
博
士
：
理
化
学
研
究
所�

脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー�

瀬
信
義
百
寿
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
特
別
招
聘
教
授
）
で
、

１
０
０
年
の
節
目
に
相
応
し

い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ

た
。
ま
た
、
座
長
は
歴
代
医

学
部
長
の
猿
田
亨
男
名
誉
教

授
、
北
島
政
樹
名
誉
教
授
、

池
田
康
夫
名
誉
教
授
、
そ
し

て
現
役
医
学
部
長
の
岡
野
栄

之
教
授
が
担
当
さ
れ
た
。

　

冒
頭
の
岡
野
医
学
部
長
の

挨
拶
で
は
、
医
学
部
創
設
初

代
教
授
の
北
里
柴
三
郎
先
生

が
唱
え
ら
れ
て
い
た
「
基
礎

医
学
と
臨
床
医
学
の
連
携
を

緊
密
に
し
、
学
内
は
融
合
し

て
一
家
族
の
如
く
」�

の
理
念

が
強
調
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
１

０
０
年
の
歴
史
を
築
い
て
こ

ら
れ
た
諸
先
輩
型
へ
の
感
謝

の
意
と
、
こ
れ
か
ら
１
０
０

年
に
向
け
て
の
「
大
学
と

は
、
学
問
を
す
る
所
で
あ

る
。
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

に
と
っ
て
学
問
と
は
、「
教

育
」「
研
究
」「
診
療
」
の
実

践
で
あ
る
」
と
い
う
新
た
な

決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

講
演
者
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

の
北
川
教
授
は
、
癌
の
治
療

方
針
が
、
で
き
る
限
り
大
き

く
切
除
す
る
と
い
う
侵
襲
的

な
手
術
か
ら
、
患
者
さ
ん
の

負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

１
０
０
年
後
に
は
今
で
は
想

像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
医
療

が
実
践
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ

う
、
と
い
う
未
来
へ
の
期
待

を
込
め
て
話
を
終
え
ら
れ

た
。

　

金
井
教
授
か
ら
は
、
ゲ
ノ

ム
医
学
や
オ
ミ
ク
ス
解
析
を

導
入
し
た
新
し
い
病
理
学
の

提
案
、
す
な
わ
ち
先
制
医
療

・
個
別
化
医
療
を
拓
く
デ
ー

タ
駆
動
型
研
究
の
紹
介
が
な

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

可
能
と
す
る
の
が
、
高
い
品

質
の
試
料
を
確
保
す
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
試
料
収
集
・
管
理
手
順
の

標
準
化
を
推
進
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
話
さ
れ
た
。

　

本
田
教
授
か
ら
は
、
腸
内

細
菌
（
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー

タ
）
研
究
の
世
界
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
制

御
性
Ｔ
細
胞
の
分
化
と
機
能

に
影
響
を
与
え
る
細
菌
株
の

分
離
培
養
に
成
功
し
、
そ
れ

ら
と
抗
体
医
薬
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
が
ん

治
療
法
を
開
発
し
て
い
る
と

い
う
お
話
が
あ
っ
た
。

　

広
瀬
教
授
は
、
15
年
以
上

も
前
か
ら
全
国
規
模
で
包
括

的
百
寿
者
調
査
を
、
次
い
で

超
百
寿
者
調
査
（
１
０
５
歳

以
上
の
方
）
を
続
け
ら
れ
て

こ
ら
れ
、
そ
の
研
究
成
果
は

世
界
で
も
注
目
を
集
め
て
い

る
。
最
近
、
１
１
０
歳
以
上

の
ス
ー
パ
ー
セ
ン
テ
ナ
リ
ア

ン
が
増
え
て
お
り
、
彼
ら
こ

そ
が
真
の
健
康
長
寿
モ
デ
ル

だ
と
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
ゲ

ノ
ム
医
学
や
オ
ミ
ク
ス
解
析

を
用
い
た
新
し
い
長
寿
研
究

の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
る

と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

御
子
柴
博
士
は
、「
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
研
究
の
重
要
性
、

感
性
を
磨
き
、
興
味
を
持
っ

た
こ
と
を
と
こ
と
ん
追
求

し
、
得
意
な
こ
と
で
勝
負
す

る
べ
き
、
流
行
は
追
う
の
で

は
な
く
自
ら
が
創
り
だ
す
べ

き
」
と
い
っ
た
若
手
研
究
者

へ
の
痛
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
か

ら
お
話
を
始
め
ら
れ
た
。
ご

自
身
の
Ｉ
Ｐ
３
受
容
体
の
発

見
の
お
話
に
加
え
、
そ
の
後

ひ
た
す
ら
研
究
を
継
続
発
展

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、
Ｉ
Ｐ

３
受
容
体
関
連
シ
グ
ナ
ル
の

異
常
が
様
々
な
病
態
や
疾
患

で
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
お
話

さ
れ
た
。

　

Gage

博
士
は
、
ゲ
ノ
ム

解
析
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

を
進
化
の
観
点
か
ら
お
話
さ

れ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は

全
ゲ
ノ
ム
の
約
80
％
、
ヒ
ト

で
も
そ
の
半
分
近
く
を
占
め

る
レ
ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン

は
ゲ
ノ
ム
の
多
様
性
を
生
み

出
し
、
進
化
の
過
程
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

そ
の
研
究
が
進
め
ば
、
未
来

の
進
化
も
あ
る
程
度
予
測
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
ん

な
期
待
が
膨
ら
ん
だ
。

　

山
中
博
士
は
、
Ｃ
型
肝
炎

が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
お

父
様
の
話
か
ら
始
め
ら
れ
、

「
今
現
在
治
ら
な
く
て
も
将

来
そ
れ
が
可
能
に
な
る
。
そ

し
て
、
サ
イ
エ
ン
ス
の
力
で

医
学
・
医
療
を
変
え
て
い
く

の
だ
」
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
ら
れ
た
。
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
発
見
の
お
話
と
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
再
生
医
療

の
実
現
や
疾
患
別
創
薬
へ
の

展
開
の
お
話
は
、
ま
さ
に
ご

自
身
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
ら

が
先
頭
に
立
っ
て
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
だ
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
最
後

に
河
上
裕
研
究
科
委
員
長
が

挨
拶
さ
れ
終
了
と
な
っ
た
。

創
設
以
来
の
「
基
礎
・
臨
床

一
体
型
」
の
質
の
高
い
医
学

研
究
、
医
療
の
実
践
を
積
み

重
ね
て
き
た
慶
應
医
学
の
伝

統
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と

も
に
、
次
の
１
０
０
年
に
向

け
た
将
来
へ
の
決
意
を
固
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
決
し

て
私
だ
け
で
は
な
い
と
思

う
。

�

（
安
井
正
人　

68
回
）

　本年は初代本学部長北里柴三郎先生の86
年祭にあたり、医学部と三四会との共催に
よって下記により北里記念式を執り行うこ
とになりました。三四会の皆様方のご列席
の程をお願い申し上げます。

記

　日時　６月12日（月）午後１時
　会場　北里講堂

� 医学部長　岡野　栄之　
� 三四会長　武田　純三　

北里記念式の挙行について
会則20条に則り、次のように開催します。

記

日時：平成29年６月17日（金）
　　　午後３時〜５時
場所：２号館11階　大会議室

本評議員会は総会に代わるもので、（会則
18条）、本会の最高意思決定機関です。
評議員各位のご出席をお願いいたします。
なお、閉会後、情報交換会を開催します。

� 三四会長　武田　純三　

平成29年度三四会評議員会開催のお知らせ

　

５
月
13
日
（
土
）、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
の
開
設
１
０
０
年
を

祝
し
た
記
念
行
事
が
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
行
わ
れ
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

記
念
式
典
、
記
念
祝
賀
会
の
会
場
に
は
約
１
０
０
０
名
の
来
賓
・
招

待
者
、
塾
生
（
在
学
生
）、
塾
員
（
卒
業
生
）、
教
職
員
等
が
一
堂
に

会
し
、
医
学
部
開
設
１
０
０
年
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。
医
学
部
新

聞
５
月
号
は
医
学
部
開
設
１
０
０
年
記
念
号
と
し
て
、
当
日
の
様
子

を
お
伝
え
し
ま
す
。

員
と
様
々
な

レ
ベ
ル
で
交

流
が
行
わ
れ

て
い
る
。
特

に
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
の
教

員
と
し
て
4

人
の
塾
医
学

部
卒
業
生
が

活
躍
し
て
お

り
、
今
後
さ

ら
に
同
様
の

強
固
な
連
携

を
世
界
中
の

大
学
、
研
究

施
設
と
す
る

こ
と
に
よ

り
、
慶
應
義

塾
の
国
際
社

会
に
お
け
る

発
展
が
期
待

さ
れ
た
。

　

日
本
学
術

振
興
会
理
事

長
で
あ
り
、

前
慶
應
義
塾

長
で
も
あ
る

安
西
祐
一
郎

様
に
よ
る
祝

辞
が
続
い

シ
ニ
ア
・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
、Fred�H.�Gage

博
士
：

A
dler�P

rofessor,�
Laboratory�of�Genetics,�
Salk�Institute�for�
Biological�Studies

、
山
中

伸
弥
博
士
：
京
都
大
学�

ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
所
長
）

と
、
慶
應
医
学
を
リ
ー
ド
す

る
現
役
教
授
４
名
（
北
川
雄

光
外
科
学
教
授
、
金
井
弥
栄

病
理
学
教
授
、
本
田
賢
也
微

生
物
学
・
免
疫
学
教
授
、
広

め
の
低
侵
襲

治
療
へ
と
、

こ
の
１
０
０

年
間
で
大
き

く
変
わ
っ
た

こ
と
を
話
さ

れ
た
。
そ
れ

を
可
能
と
し

た
の
が
、
最

新
の
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
や
イ

メ
ー
ジ
ン
グ

技
術
で
あ

り
、
今
後
も

さ
ら
な
る
技

術
開
発
の
発

展
と
と
も
に

低
侵
襲
治
療

の
方
向
性
は

続
く
だ
ろ

う
、
そ
し
て


